
日課表 

 月 火 水 木 金 
職員朝会 8:15～8:20 月曜日  

朝 活 動      8:20～8:30 朝読書、集会活動 

朝 学 活 08:30～08:40 

第 1 校時 08:50～09:40 

第 2 校時 09:50～10:40 

2 時休み 10:40～10:55 

第 3 校時 10:55～11:45 

第 4 校時 11:55～12:45 

給 食 12:45～13:40 

第 5 校時 13:45～14:35 

第 6 校時 14:45～15:35 

清 掃 5 時間日課：14:40～14:55 6 時間日課：15:40～15:55 

午後学活 5 時間日課：15:05～15:20 6 時間日課：16:05～16:20 

備 考 月：生徒会 15:30～16:00 水：諸会合 15:20～16:45 

一般下校 5 時間日課：15:35 6 時間日課：16:35 

完全下校 時期により設定（16：35～18：30） 

 

    

令和５年度 

学 校 要 覧 

 
 

立科中学校校歌 

                         作詞   勝  承夫  

                         作曲   平井康三郎 

     １，大きく青い 佐久の空 
         めぐらす山も 清らかに 
          わが立科は   こころのふるさと 
             先人の 自主の意気 
          たくましく うけついで 
        日本の明日を  われらは築く 
     ２，ゆたかに拓く 山の幸 
         野のいろどりも さまざまに 
          わが立科は 不屈の精神 
            塩沢の 堰に見よ 
          世に尽くす この歴史 
         教えと仰ぎ われらは進む 
     ３，浅間の雲よ 松風よ 
         昔も今も なごやかに 
          わが立科は 平和のふるさと 
            夢みのる 自治の庭 
          すずらんの かおる窓 
         栄ある中学 われらの誇り 

                  昭和３６年１１月１５日 制定 

立科町立立科中学校 

長野県北佐久郡立科町芦田３２６５－１ 
TEL  ０２６７－５６－１０７６ 
FAX  ０２６７－５６－１９７６ 

 
本校の位置   北緯  ３６度１６分５４秒 
                東経  １３８度１９分１８秒 
                海抜 ６８３メートル 

Ⅰ 学校教育目標 

強く  明るく   温かく 

① 健康で粘り強い心と身体 （強）「強さとは、やり抜くこと」 

② 深く確かな知識         （明）「明るさとは、学び合うこと」 

③ 思いやりのある美しい心 （温）「温かさとは、人を大切にすること」 

【願う生徒像】 

１ 健康な体づくりをめざして粘り強く心身を鍛えるとともに、自己の目あてを実現

するために、やる気をもって粘り強く取り組もうとする生徒。 

２ 「生きる力」を身につけるために、社会の変化に対応できる柔軟な思考力と豊か

な創造性を培いながら、主体的に学び、自己の考えを的確に表現することができ

る生徒。 
３ 人権感覚を高め、支え合って生活することの喜びと生きることの尊さを感じられ

る豊かな心情をもつ生徒。 

 

 

 

 

 

Ⅱ 本年度の重点となる教育活動 

≪合 い 言 葉≫「生徒が学びの主人公」 

≪キーワード≫「生徒に委ねる」「持ち込む授業」 
 

１ 「仲間との『協働』・『追究』」     

〇生徒が必要感をもち、意欲的に取り組める学習課題の設定と振り返りの充実 

〇対話的な学習を通してのお互いが学び合う授業づくり、「生徒に学びを委ね

る」場の設定 

〇学習の理解を深めるために、ツール(文具)としての ICT 機器(タブレット等)

の日常的な活用 

〇自らの学びが確認できる「自学ノート」の充実 

〇学年職員による道徳学習の充実 

〇小中高の連携した学び、「立科教育」の推進 
 

２ 「地域を知り、働き、貢献する」 

 〇地域のフィールドワーク、地域の企業・事業所での職業体験学習、福祉施設

での福祉体験等、地域に学ぶ「総合的な学習の時間」の推進 

 ○小中高と連携した「三校清掃」の継続・推進 

〇地域の指導員及び保護者との連携を図った地域と歩む「部活動」の運営 

○町の社会福祉協議会と連携したボランティア活動の推進 
 

３ 「自分も仲間も大切な存在」 

 〇夢や目標を実現していくために、自他の考えを認め、高め合っていく生徒の

育成・キャリア教育（職業調べ･高校調べ等を通しての進路学習の充実） 

〇自他の生命を尊び、多様性を理解し受け入れる教育の充実 

○お互いのよさを認め合える学級活動 

〇職員の人権意識を高めるための保小中高合同の人権研修 

 

校舎配置図 



Ⅲ 本年度の教育活動 

１ 指導時数 

 国 社 数 理 音 美 保体 技家 英 道徳 学活 総合 
1 年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 

2 年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 

3 年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 

 
２ 各教科の取り組み 

（１）テーマ 

全校研究テーマ 「生徒が主体的・対話的に学習に取り組み、力のつく授業づくり」 

～生徒の探究心をくすぐる授業展開～ 

国語：生徒自らの学びの意欲を引き出し、確かな学力をつける授業のあり方 

社会：生徒が社会的事象の見方・考え方を深めながら、主体的に学ぶ授業展開の在り方 

数学：一人一人が主体的・対話的に学習に取り組み、確かな力のつく授業づくり   

～生徒が探究したくなる授業構想の組み立て～ 

理科：「やりがいがある」「楽しい」が両立し、主体的・対話的に取り組める理科授業の創造 

   ～「理解（達成感）」と「意欲（やる気）」を両立するための支援とは？～ 

音楽：仲間と支え合い、自らのイメージ（考えや思い）を大切に伝え合いながら学習に取り組み、

確かな技能を習得できる授業をどう作るか～楽曲の背景、歌詞の意味を知り、表現を深める～ 

美術：創作活動や美術文化と触れ合う活動を経て、生活の中にある色彩等の役割を理解し、主体

的に生活の中に活用する意欲と態度を育む美術教育の在り方 

保体：生徒が運動の楽しさにふれながら、主体的に学習を深められる指導はどうあったらよいか 

 ～生徒同士で「こうしよう」「それいいね」「できた」を体感できる授業の創造 ～ 

技家：生徒が興味関心をもって課題に取り組むことを通して、工夫し創造する力の育成を目指す 

指導のあり方 ～ものを作り上げていくことの楽しさを実感できる授業を通して～ 

英語：生徒が主体的に学び、積極的に英語を使おうとする指導のあり方 

～インプットからアウトプットへいかに結びつけるか～ 

道徳：生徒が主体的に考えたくなる道徳の授業 

(２)小中高の連携 

【すべての子どもに「ちから」をつける「立科教育」】の一環として、算数・数

学の授業を中心として小中高連携実践研究を実施していく。 

① 授業交流による指導内容・方法等の研究 

② 数学を中心とした、指導内容の検討 
 
Ⅳ 部活動の充実 

１ 目標 

共通の興味・関心を持った生徒が、学年の枠を超えた集団を組織し、スポーツ

活動・文化活動において自己錬成することを通して、人間形成を目指す。 
＜運動部＞健康と安全に留意しながらスポーツ活動を行い、技術やマナーを向上さ

せる。また、部や個の目標達成に向けて自己錬成し、努力を惜しまない精神力の育成

を図り自己克服を目指す。 

＜文化部＞表現力を大切にしながら演奏や制作活動を行い、専門知識の獲得や技術

を向上させる。また、よりよい曲（作品）づくりを通して、努力を惜しまない精神力

の育成を目指す。 

２ 部活動組織 
部活動 顧問 活動場所 部活動 顧問 活動場所 

卓 球  

 

野 球   

男子バレー  吹 奏 楽   

女子バレー  美 術   

女子バスケ  その他申込引率    

Ⅴ 学校組織 

１ 職員組織（学級担任、副担任は除く） 

学校長  教頭  
教務主任  進路指導主事  
研究主任  生徒指導主事  
保健主事  防火管理者  
特別支援教育コーディネーター  
GIGA ｽｸｰﾙ構想推進主任  衛生推進者  
事務主任（主事）  ALT（町）  

図書館司書（町）  事務職員（町）  
栄養士（町）  管理員（町）  
支援員（町）  生徒支援（町）  
給食調理員（町）  
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ    

          スクールセクハラ相談窓口：校長室・職員室・保健室 
２ 学級編成と学級（学級担任 副担任）  ◎学年主任 

学級 担任氏名 男子 女子 計 副担任氏名 

       

     

 
     

     

 
     

     

      

     

      

 
３ ＰＴＡ役員構成 

会長 1 名 副会長 男女各 1 名、教頭 

顧問 前 PTA 正副会長、学校長 幹事 中学校職員 4 名 

監事 前年度の専門部正副部長より 2 名 

各部名 地区長部 厚生部 学年部 

部構成 原則、各地区より１名ずつ選出 各学級より２名選出 

4 ＰＴＡ各部事業計画 

3/23 

4/17 

4/28 

6/22 

 

7/5･6 

7/30     

第１回ＰＴＡ総役員会 

第１回ＰＴＡ代議員会 

ＰＴＡ総会 

第２回ＰＴＡ代議員会 

3年生保護者給食試食会 

地区懇談会 

ＰＴＡ資源回収① 

8/27 

9/30 

10/12 

1/18 

 3/22 

  

ＰＴＡ資源回収② 

ＰＴＡ資源回収③ 

ＰＴＡ役員選出会議 

第３回ＰＴＡ代議員会 

ＰＴＡ会計監査 

R６年度第１回ＰＴＡ総役員会・

引継会 
 
 

Ⅵ  主な学校行事 
4 月 入学式(6) 対面式(7) 交通安全教室(10) 防災訓練①(11) 

3 年修学旅行(13～15) 1･2 年 NRT(13・14)   

参観日①・ＰＴＡ総会(28) 

5 月 部活動参観(15)  1 学期中間テスト(19)  
6 月 東信大会壮行会(1) 東信陸上(3) 東信大会予選会(10～)  

参観日③(22) 東信大会中心会期(24･25) 1 学期期末テスト(29)  

7 月 県陸上(1･2)   
地区懇談会(5･6)  中体連県大会中心会期(15～17) 

吹奏楽コンクール東信 B 編成(16)  

2 年職場体験(20･21) 1 年臨海学習(20・21) 1 学期終業式(25) 

8 月 吹奏楽コンクール県大会 B 編成(4) 2 学期始業式(22)  

3 年総合テスト①(23)    

9 月 防災訓練②(1) 蓼秋祭(22･23)  

2 学期中間テスト･3 年総合②(27) 

10 月 教育課程研究協議会(18)  3 年総合テスト③(24) 

1 年地域学習、3 年福祉体験(25)  

11 月 参観日③(14) 2 学期期末テスト･3 年総合④(20･21) 

生徒会選挙(28)  

12 月 保護者懇談会(7～14) 生徒総会(19) 2 学期終業式(26) 

1 月 3 学期始業式(9) 3 年総合テスト⑤(10)  

中学校説明会・制服採寸(11) 参観日④(18) 

2 月 公立前期選抜(1･2) 3 学期期末テスト(8･9) 1 年スキー教室(16)  

3 月 公立後期選抜(6･7) 1･2 年球技大会(6) 生徒総会(12)  

3 年生を送る会(14)  3 学期終業式(15) 卒業証書授与式(18) 

 
Ⅶ 沿革の概要 

S20. 4 

 

S30. 4 

 

S33. 5 

 

S33.10 

S34. 3 

S35. 5 

 

S43.12 

S53.11 

H 元.7 

H 2. 3 

H10. 9 

H20. 9 

H20. 3 

H21. 3 

H22. 6 

H30. 9 

R 元. 7 

R 3. 2 

学制改革 6・3 義務教育施行、芦田、横鳥，三都和の三村にそれ

ぞれ芦田中学校、横鳥中学校、三都和中学校を設立する。 

三村合併により、北佐久郡立科村が誕生し、三中学校はそれぞれ

立科南中学校、立科西中学校、立科東中学校となる。            

立科南中学校、立科西中学校、立科東中学校の三校を統合して、

立科村立立科中学校を設立する。 

町制施行によって立科町が誕生し、立科町立立科中学校となる。 

立科中学校校舎完成。開校式 

茂田井地区の分町により生徒７２名転入学。 

給食室棟完成。完全給食実施。 

創立 10 周年記念式典を実施する。技術科教室の完成 

創立 20 周年記念式典を実施する。格技室の完成 

新校舎完成 Ｈ元.8 元館完成 Ｈ元.11 プール完成 

創立 30 周年記念式典を実施する。 

創立 40 周年記念式典を実施する。 

創立 50 周年記念式典を実施する。 

全教室に大型プラズマテレビの設置。23 台 

コンピュータ更新。新型パソコン導入 89 台設置 

プール全面改修 

創立 60 周年記念式典を実施する。 

エアコン設置 

全教室に電子黒板設置・１人１台タブレット導入開始 

  R 5. 5～校内全照明器具のＬＥＤ化 

 


